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参考１－１参考１－１ 全国の指定引取場所における排出家電の引取実績全国の指定引取場所における排出家電の引取実績

（１）全国の指定引取場所における引取台数 （２）全国の指定引取場所における引取台数（品目別）

エアコン

2,500

万台
テレビ

3 787 4 127
5,000

万台４品目合計

万台

1,989
1,814

1,585
1,635

1,334

1,828

1,000

1,500

2,000
3,857

3,787
3,551

3,517
3,083

4,127

2,000

3,000

4,000

11,620
11,216

10 462

11,61412,000

14,000

0

500

13
年

度
14

年
度

15
年

度
16

年
度

17
年

度
18

年
度

0

1,000

13
年

度
14

年
度

15
年

度
16

年
度

17
年

度
18

年
度

10,462
10,150

8,549
10,000

H1
3年
H1

4年
H1

5年
H1

6年
H1

7年
H1

8年

H1
3年
H1

4年
H1

5年
H1

6年
H1

7年
H1

8年

冷蔵庫・冷凍庫
2 820

万台
洗濯機

2 953万台
6 000

8,000

2,820
2,802

2,665
2,563

2,191

2,716

2,000

3,000

万台
2,943

2,953
2,813

2,662
2,425

1,929

2,000

3,000

万台

4,000

6,000

0

1,000

0

1,000
2,000

出典：第１回合同会合資料（平成18年6月27日）を更新（（財）家電製品協会『家電リサイクル年次報告書（平成18年度版）』より作成）
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参考１－２参考１－２ メーカーの処理技術等の詳細（再商品化率向上への取組）メーカーの処理技術等の詳細（再商品化率向上への取組）

手選別の実施や解体装置の開発による資源回収量の向上
○家電リサイクルの処理は、まず、手解体から行われる。手作業による選別により、金属・電子部品・素材ごとのプラスチッ

クなどの分別を実施している。

○また、解体装置の開発により、手作業の分解が困難な部材（洗濯機の洗濯槽、脱水槽など）の分離を実施している。

破砕・選別装置の開発による資源回収量及び回収純度の向上

○混合プラスチックや破砕ダストから、高純度なプラスチック（ＰＰ樹脂など）や非鉄を回収している。

【再商品化率向上への先進的取組事例（リサイクル技術の発展）】

徹底した手選別の実施や解体装置の開発 混合プラスチックの選別技術

Ａ 手解体

Ｄ．混合プラスチックのうず潮水
流選別（遠心式水比重選別）
混合プラスチックから、高純度なＰＰＡ．手解体

プラスチック、金属、電
子部品など、全て手作
業によって細かく解
体・分別。

混合プラスチックから、高純度なＰＰ
（ポリプロピレン）樹脂を分離するた
めの技術。
混合プラスチックを細かく砕き、水槽
に入れると、混合プラスチックのうち、
ＰＰ樹脂だけが浮き上がるため、こ

Ｂ．冷蔵庫：庫
内容器プラス
チックの選別

樹脂 け 浮き る 、
れを取り出す。ここで取り出した樹脂
には、ＰＰ以外の素材が混入してい
ることがあるため、遠心力を応用し
た選別機で更に高品位なＰＰ樹脂を
分離して取り出すことができる。

Ｃ．洗濯機：水槽
ユニット解体装置
の開発
メ カ 年式 締結

冷蔵庫の庫内容
器を素材・色別に
ＰＰ等６種類に仕
分け。プラスチック
の素材を判別する
分析機器を導入し

メーカー・年式・締結
方法・経年変化を問
わず分離するため
の油圧装置を考案
し、水槽・脱水槽（Ｐ
Ｐ）の回収率を大幅

Ｆ．破砕ダストの比重
差選別
破砕ダスト、非鉄、プラス
チック（ＰＰ・ＰＥ、 ＰＶC・Ａ

Ｅ．断熱材ウレタンと廃プラ
分離
既存の風力選別機を改良・増
設した２段風力選別方式。

プ

2

分析機器を導入し、
高精度な仕分け作
業を実施。

Ｐ）の回収率を大幅
に向上。さらに回収
した部材の付着物を
除去。

ＢＳ・ＡＳ・ＰＳ ）を比重差
選別装置、渦電流選別機
により分離。

ウレタンと廃プラを２段階で選
別。プラスチック純度として99％
以上の品質を確保。

出典：第８回合同会合（平成19年４月27日） 事務局資料より作成




